
 

 

 

 

 

 

                                 

                                                                                                                                                          

                                         

さらに、地域との連携を深める目的

で、近隣の大松台小学校の１年生、あ

おぞら保育園、こころ保育園の子ども

たちにも来てもらい、ヤギとのふれあ

いを楽しんでもらいました。 

そんな楽しい日々もあっという間に

過ぎ、12月 19日、ヤギとのお別れの日

になりました。子どもたちに感想を聞

いてみるとさまざまな答えが返ってき

ました。「重くなって抱っこするのが大

変だった」「走ると思ったより速かっ

た」「うんちやおしっこをいっぱいする

ことがわかった」・・・等々 

実際にふれあい、世話をする中で子

どもたちはかけがえのない経験をし、

たくさんのことを学びました。お別れ

会で、農工大の渡辺教授は、「ヤギが無

事にこんなに大きくなったのは皆さん

が本当によく世話をして、大切に育て

てくれたおかげです。ありがとう。」と

話し、子どもたちが一生懸命世話をし

たことを認め、命を育むことの大変さ、

責任をもって世話をすることの重要さ

を教えてくださいました。 

 最後にみんなでお別れの抱っこやえ

さやりをして、ヤギを乗せた車を見送

りました。大きな声で「さようなら」

と手を振る子、大粒の涙を流し泣きじ

ゃくる子、ハンカチで涙をぬぐう教

員・・・みんなで別れを惜しみました。  

３頭のヤギの思い出は子どもたちの

心に宝物となっていつまでも残るに違

いありません。 
 
 
 

 
 
 
 
筆者：南鶴牧小学校 校長  
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(1989)２月、敷地下部の水田やプレイロ

ット（幼児の遊び場）等完成部分は逐次

暫定利用されましたが全面開園は平成６

年(1994)３月末となり、周囲の団地の入

居時期から大幅に遅れました。 

２．鶴牧西公園計画で目指したものは 

 貴重な原風景と立地特性を活かし、日

本の歴史的遺産ともいうべき伝統的農耕

文化(里山文化)を継承し、創造活動を体

験できる公園としました。水田での稲作、

果樹園・茶畑での果実・茶の栽培、雑木

林・竹林での筍・椎茸等の栽培、更に竹

細工(めかい)・藁細工・木工・草木染等

の工作・手芸、製茶・果実等の食品加工、

落葉による堆肥づくりなどの創造的レク

リエーション活動や生物観察などが出来

る場としました。お年寄りから親子三世

代にわたってこれらを通じて、農耕文化

やお年寄りの知 

恵などの伝承、 

そして昔からこ 

の地にお住まい 

の方々と新しい 

住民との交流、 

コミュニティ意 

識を図る場を目 

指し計画されま 

した。（次回に 

続く） 

 

 
注‐図-1,2 は UR 都市機構パンフレットより 

前回の訂正とお詫び：前回の図-１「富士山を正

面に据えた構想図」と訂正してください。 

 

筆者の紹介 

造園家：大石 武朗（おおいし たけろう） 

元住宅・都市整備公団勤務、多摩ニュータ

ウン開発に長く携わる。著書：「多摩ニュー

タウン今昔」ほか。多摩市唐木田在住 

はじめに 

前回述べましたように落合・鶴牧地区

は、「一生暮したい“ふるさと”と誇りに

できる街づくり」を目指し、四つの近隣

公園を環の様に配置し、緑の骨格「基幹

空間」が設定されました。今回と次回は

鶴牧西公園(以下、鶴西公園)について述べ

させて頂きます。鶴西公園は「基幹空間」

とその外側を環(リング)状に計画された

緑道(歩行者専用道路)の結節点にありま

す。鶴西公園は、川井家の屋敷の一部(約

1,500 ㎡)とそこにある有名なシダレザク

ラ(エドヒガンザクラ、市指定天然記念物、

樹齢 200 年余)と土蔵が川井家のご厚意も

有り、平成 20 年 

度末(2009 年 3 月 

末)編入され、面積 

約 5.92ha となり 

ました。また、菖 

蒲館から最も近い 

近隣公園です。 

 

１．多摩の原風景が残っていた敷地 

 落合・鶴牧地区は前回の写真-1で示し

た様に殆ど造成されていました。しかし、

鶴西公園敷地の約上半分は集合住宅地と

共に造成されましたが、西側下半分の敷

地は、農家の川井家母屋と土蔵、シダレ

ザクラのある屋敷や田畑のある旧集落の

区画整理地区に接し、敷地内の谷戸筋に

は湧水が有り、丘陵部には約 1.5haの雑

木林や竹林が残され、昔を偲ばせる貴重

な原風景が残っていました。 

公園整備は通常、団地の入居に合せて

整備し開園されました。しかし、鶴西公

園敷地の平坦な上部造成地は中沢・唐木

田地区の区画整理事業の屋敷の移転のた

め、庭木等の仮稙場に使用されました。

そのため、鶴西公園の着工は平成元年 

 

 
私たちの街のみどり  ～鶴牧西公園 その１～ (第二回)     

              大石 武朗 

南鶴牧小学校に子ヤギがやってきた！           

吉田 正行 

10 月２日、待ちに待ったヤギがやっ

てくる日です。子どもたちはこの日が来

るのを心待ちにしていました。 

南鶴牧小学校では２年前（現３年生が

１年生の時）東京農工大学からヤギをお

借りして１年生が飼育する体験をしま

した。今回、大学のご協力で３ヶ月間ヤ

ギを飼育させてもらえることになった

のです。ヤギを預かるにあたって、事前

に３年生から、世話をする１年生に気を

つけることを伝える機会を設けました。

３年生は、食べさせてよい葉や食べ物、

世話の仕方、注意することを１年生に教

えてくれました。 

さて、やってきたのは生後３ヶ月のか

わいい子ヤギが３頭。さっそく３色の首

輪を買って取り付けましたが、首が細い

ので首輪が大きすぎてなんだか重そう

です。名前はコテツ、トライチ、ポン

チ・・・みんな元気なオスです。新しい

場所に来て、しばらくは不安そうにして

いました。周りにだれかがいると静かに

えさを食べていますが、離れようとする

と３頭が一斉に「メーェ」と鳴き出すた

めに、かわいそうでチャイムが鳴っても

ヤギをおいて教室に行けないと困る子

がいたくらいでした。 

飼育小屋の掃除や糞の片づけは、１年

生が当番をつくって毎日行いました。子

どもたちは最初、「うんちが汚い、くさ

い」と言っていましたが、すぐに慣れて

きて一生懸命世話をしてくれました。 

ヤギたちも、しばらくすると慣れてき

て、リードをつけて校庭を散歩するまで

になりました。 

また、３頭の子ヤギは、保護者や地域

の方々からもとてもかわいがってもら

いました。朝や夕方の散歩の時に小屋に

よって声をかけたり、えさを持ってきて

くれたりする方もたくさんいました。 

 

図-1「オープンスペースシステム図」 

 

 

 

 

   

  

図-2 鶴牧西公園平面計画図 

 

鶴牧西公園には多摩市指定天然記念物のしだれ

桜があり、毎年多くの見物客が訪れます。     

樹齢２００年といわれ、長年「川井家のしだれ桜」

という名称で親しまれてきた巨樹です。 

 

この桜については、「私たちの街のみどり～鶴牧

西公園」の記事をあわせてお読み下さい。 

 （左写真、多摩市提供） 

鶴牧西公園のしだれ桜 

 

中沢地区からの遠景 

 


